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一
　
は
じ
め
に

領
事
裁
判
権
は
、
殺
人
、
強
盗
な
ど
の
「
刑
事
案
件
」
と
、「
民

事
案
件
」
と
の
二
つ
の
領
域
が
あ
る
が
、
先
行
研
究
で
は
、
国
家
と

国
家
と
の
外
交
問
題
の
重
要
性
か
ら
「
刑
事
案
件
」
の
領
域
に
関
心

が
集
中
し
て
き
た
。
半
面
、
国
境
、
国
籍
を
ま
た
ぐ
民
事
紛
争
の

「
個
人
」「
私
的
」
な
領
域
の
研
究
は
立
ち
遅
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題

は
、
領
事
裁
判
権
と
い
う
帝
国
主
義
植
民
地
時
代
の
制
度
か
ら
解
放

さ
れ
た
現
代
で
も
、
日
本
と
外
国
と
で
同
一
の
国
際
的
な
事
件
に
つ

い
て
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
規
律
さ
れ
る
か
と
い

う
国
際
訴
訟
競
合
の
問
題
に
関
し
て
日
本
の
民
訴
法
上
規
定
が
な
い（

１
）

な
ど
、
無
視
で
き
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
課
題
に
通
じ
る
も
の

で
あ
る
。
本
論
で
は
、
民
事
訴
訟
、
条
約
、
法
律
関
連
史
料
か
ら
個

人
対
個
人
の
訴
訟
事
例
に
主
眼
を
置
き
、
日
清
修
好
条
規
条
文
だ
け

で
は
知
る
事
の
出
来
な
い
告
訴
、
控
訴
、
上
告
の
仕
組
み
な
ど
、
日

本
と
清
国（

２
）と

の
間
に
お
け
る
領
事
裁
判
権
が
個
人
に
与
え
た
影
響
を

論
じ
る
。

日
清
修
好
条
規
は
、
明
治
維
新
後
日
本
が
修
好
を
求
め
、

一
八
七
一
年
九
月
十
八
日
に
天
津
で
伊
達
宗
城
全
権
が
李
鴻
章
と
、

欧
米
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
て
い
た
不
平
等
条
約
を
互
い
に
認
め
合
う

と
い
う
特
異
的
な
対
等
関
係
を
結
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
片
務
的
に

不
平
等
な
「
条
約
」
関
係
で
は
な
く
、
相
互
に
不
平
等
を
認
め
合
う

と
こ
と
で
一
種
の
対
等
平
等
を
実
現
さ
せ
る
「
条
規
」
関
係
を
目
指

し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
領
事
裁
判
権
も
含
ま
れ
、
天
津
、
厦

門
、
横
浜
、
長
崎
、
神
戸
な
ど
両
国
の
主
要
な
開
港
場
に
領
事
に
相

当
す
る
理
事
官
を
駐
在
さ
せ
、
領
事
裁
判
権
を
互
い
に
認
め
あ
っ
て

い
た
。

一
八
九
四
年
の
日
清
開
戦
時
に
こ
の
関
係
は
解
消
す
る
が
、
そ
の

後
、
下
関
条
約
（
一
八
九
五
年
四
月
十
七
日
）
に
よ
り
「
清
国
ト
欧

州
各
国
ト
ノ
間
ニ
存
在
ス
ル
諸
条
約
章
程
ヲ
以
テ
該
條
約
ノ
実
施
ニ

日
清
修
好
条
規
と
領
事
裁
判

川　

口　

ひ
と
み

神
戸
大
学
大
学
教
育
推
進
機
構
非
常
勤
講
師

　
　
　

 

逆
訴
、
控
訴
、
上
告
の
仕
組
み 　
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至
ル
（
中
略
）
最
恵
国
待
遇
ヲ
與
フ
ベ
シ
」（
第
六
条
第
一
項
）
と
、

日
本
が
片
務
的
領
事
裁
判
権
を
得
、
一
九
四
三
年
汪
兆
銘
政
府
と
日

本
と
の
協
定
成
立
に
よ
り
不
平
等
条
約
（
領
事
裁
判
権
）
が
撤
廃
さ

れ
る
ま
で
日
本
は
領
事
裁
判
権
を
行
使
し
て
い
た
。

滋
賀
（
一
九
八
四
）
は
、清
国
に
お
け
る
訴
訟
は
「「
情
理
」
を
も
っ

て
裁
く
」
と
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
裁
断
す
る
者
が
当
事
者
双
方

か
ら
事
情
を
聴
き
と
り
、
公
平
な
立
場
か
ら
互
い
の
均
衡
点
を
見
つ

け
総
合
的
に
判
断
す
る
と
い
う
裁
き
方
で
あ
る
。

一
方
日
本
は
、
明
文
化
さ
れ
た
法
律
に
基
づ
い
て
厳
密
に
裁
い
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
清
国
と
日
本
と
の
間
に
齟
齬
が
生
じ
る

可
能
性
が
あ
り
、
双
方
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
い
わ
ゆ
る
中
間
の
秩

序
が
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
訴
訟
関
係
に
つ
い
て

規
定
し
て
い
る
日
清
修
好
条
規
第
八
条
は
、「
両
国
の
開
港
場
に
は

彼
此
何
れ
も
理
事
官
を
差
置
き
自
国
商
民
の
取
締
り
を
な
す
へ
し
。

凡
家
財
産
公
事
訴
訟
に
干
係
せ
し
事
件
は
都
て
其
裁
判
に
帰
し
、
何

れ
も
自
国
の
律
例
を
案
し
て
糺
辨
す
へ
し
。
両
国
商
民
相
互
の
訴
訟

に
は
何
れ
も
願
書
体
を
用
ふ
。
理
事
官
は
先
ず
理
解
を
加
へ
成
丈
け

訴
訟
に
及
ば
ざ
る
様
に
す
へ
し
。
其
儀
能
は
ざ
る
時
は
地
方
官
に
掛

合
い
双
方
出
会
し
公
平
に
裁
断
す
へ
し
。
尤
盗
賊
欠
落
等
の
事
件
は

両
国
の
地
方
官
よ
り
召
捕
り
吟
味
取
上
げ
方
致
す
而
。
已
に
し
て
官

よ
り
償
ふ
事
は
な
さ
ざ
る
へ
し
」
と
あ
り
、
な
る
べ
く
訴
訟
に
な
ら

な
い
よ
う
調
停
を
す
る
こ
と
、
地
方
官
、
理
事
官
が
訴
訟
を
処
理
す

る
こ
と
、
自
国
の
法
律
に
よ
っ
て
裁
く
こ
と
な
ど
が
取
り
決
め
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
逆
訴
、
控
訴
、
上
告
な
ど
に
つ
い
て
細
か
な
取

り
決
め
が
な
く
、
民
事
訴
訟
に
お
い
て
予
期
せ
ぬ
問
題
を
生
じ
る
こ

と
が
あ
っ
た
。
今
回
取
り
上
げ
る
史
料
は
、
民
事
訴
訟
が
外
交
問
題

に
ま
で
発
展
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
予
期
せ
ぬ
問
題
に
当
時
の
外

交
官
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
対
処
し
、
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
実

際
の
裁
判
記
録
か
ら
あ
き
ら
か
に
で
き
る
と
考
え
る
。

二
　
先
行
研
究

近
代
中
国
、
日
清
間
の
領
事
制
度
と
そ
の
運
用
実
態
に
つ
い
て

実
証
的
に
検
討
し
た
研
究
に
は
以
下
の
よ
う
な
蓄
積
が
あ
る
。
林

（
一
九
七
二
）
や
黄
（
一
九
九
四
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
省
史

料
（
Ｃ
Ｏ
）
や
日
本
の
外
務
省
記
録
・『
横
浜
市
史
』
等
を
使
用
し
、

領
事
と
現
地
当
局
と
の
折
衝
等
の
在
外
領
事
の
運
用
実
態
を
論
じ
て

い
る
。
箱
田
（
二
〇
〇
二
）
は
、
清
朝
政
府
内
に
お
け
る
領
事
派
遣

を
め
ぐ
る
議
論
を
総
括
的
に
論
じ
、
蔡
（
二
〇
〇
二
）
も
、
清
朝
の

在
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
領
事
の
設
置
過
程
か
ら
運
用
実
態
ま
で
を
時
系
列

的
に
追
い
そ
の
特
徴
と
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
青

山
（
二
〇
一
〇
）、（
二
〇
一
四
）
は
外
務
省
記
録
、
長
崎
歴
史
文
化

博
物
館
所
蔵
の
「
清
国
領
事
来
文
」
等
の
史
料
を
交
え
な
が
ら
考

察
し
、
華
人
保
護
を
名
目
と
す
る
南
洋
領
事
設
置
の
模
索
か
ら
、
領

事
裁
判
権
の
行
使
に
至
る
中
国
の
対
外
政
策
の
近
代
的
変
容
を
徹
底

的
に
実
証
し
近
代
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
の
実
像
に
迫
っ
て
い
る
。
陳
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（
一
九
九
六
：
一
四
九
︱
一
七
三
）
は
『
鄭
孝
胥
日
記
』
を
使
用
し
、

中
華
会
館
創
建
期
の
華
僑
社
会
に
つ
い
て
論
じ
る
と
共
に
三
江
、
広

東
、
福
建
の
幇
ご
と
の
董
事
と
領
事
の
協
力
関
係
に
つ
い
て
あ
き
ら

か
に
し
て
い
る
。
趙
（
二
〇
一
八
）
は
近
代
日
本
に
お
け
る
「
開
国
」

の
歴
史
的
な
位
置
づ
け
を
、
日
清
修
好
条
規
下
の
事
例
を
含
む
在
留

清
国
人
の
地
位
、
管
理
政
策
の
変
化
を
中
心
に
再
検
討
し
て
い
る
。

日
清
両
国
に
起
き
た
民
事
訴
訟
に
つ
い
て
当
時
の
史
料
を
使
用
し

運
用
実
態
に
つ
い
て
実
証
的
に
論
じ
た
研
究
の
多
く
は
通
史
的
な
概

観
に
重
き
を
置
か
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
一
般
民
衆
が
ど
の
よ
う
な
影

響
を
受
け
た
の
か
を
知
る
具
体
的
な
事
例
に
ま
だ
弱
い
。
本
論
文
で

は
、
日
清
修
好
条
規
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
の
中
で
、
個
人
が
生
き

る
実
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か
、
国
家
と
個
人

が
織
り
な
す
社
会
の
多
重
性
を
、
日
本
に
お
け
る
日
清
領
事
裁
判
の

事
例
か
ら
確
認
す
る
。

日
本
と
清
国
の
主
要
開
港
場
で
の
訴
訟
処
理
概
要
、
日
本
に
お
け

る
清
国
人
ど
う
し
の
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
川
口
（
二
〇
一
二
）
で
そ

の
詳
細
を
論
じ
た
。
そ
の
中
で
、
被
告
側
の
裁
断
機
関
で
日
清
修
好

条
規
に
沿
っ
た
訴
訟
処
理
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
日
本
に

お
け
る
中
国
人
ど
う
し
の
訴
訟
に
は
日
本
の
官
憲
が
関
わ
っ
て
お
ら

ず
、
清
国
在
外
機
関
と
幇
が
協
力
し
て
訴
訟
処
理
に
あ
た
っ
て
い
た

こ
と
を
確
認
し
た
。

「
明
治
十
八
年
︱
明
治
十
九
年　

神
奈
川
県
平
民
山
口
富
造
ヨ

リ
清
国
人
鮑
昭
ニ
係
ル
賃
銀
支
払
方
請
求
訴
訟
同
国
領
事
裁
判
不

当
ニ
付
取
消
方
同
国
公
使
ニ
照
会
一
件
（
外
交
史
料
館
四
・
一
・
三
・

一
二
一
）」
は
、
日
本
人
が
清
国
人
を
訴
え
た
後
、
別
案
件
で
そ
の
清

国
人
か
ら
逆
訴
さ
れ
、
裁
断
場
所
が
清
国
領
事
官
か
ら
日
本
側
の
始

審
裁
判
所
へ
移
り
、
控
訴
し
控
訴
裁
判
所
で
判
決
を
受
け
、
上
告
せ

ず
に
判
決
を
終
え
た
裁
判
の
流
れ
が
記
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
。
起
訴
、

逆
訴
、
控
訴
、
上
訴
、
判
決
の
一
連
の
過
程
と
日
本
と
清
国
と
の
裁

判
に
関
す
る
慣
習
の
違
い
を
知
る
上
で
有
用
な
当
史
料
は
、
そ
の
後

清
国
領
事
が
日
本
裁
判
所
の
判
決
に
干
渉
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら

国
家
間
の
問
題
へ
と
変
化
し
た
。
次
項
に
て
そ
の
詳
細
を
論
じ
る
。

三
　
山
口
富
造
と
鮑
昭
の
訴
訟

訴
訟
の
流
れ
を
概
略
す
る
と
、
一
八
八
二
年
十
月
二
十
三
日
、
原

告
山
口
富
造
が
被
告
鮑
阿
昭
を
運
送
賃
金
滞
納
（
五
五
九
・
一
七
弗
）

で
訴
え
る
た
め
、
裁
判
を
お
こ
な
い
た
い
旨
を
神
奈
川
県
の
担
当

部
署
に
連
絡
し
た
。
神
奈
川
県
令
沖
守
固
は
被
告
側
の
裁
断
機
関

で
あ
る
清
国
領
事
館
に
連
絡
を
入
れ
、
清
国
領
事
館
で
審
議
が
お

こ
な
わ
れ
た
。
一
八
八
三
年
二
月
一
日
の
判
決
で
、
鮑
が
山
口
に

五
五
九
・
一
七
弗
の
内
、
二
四
一
弗
の
滞
納
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
も
、
鮑
が
山
口
を
別
件
の
借
金
（
三
〇
〇
弗
と
九
八
円（

３
））

で
逆

訴
し
た
た
め
、
清
国
領
事
は
日
本
人
が
被
告
と
な
る
訴
訟
は
管
轄
外

で
あ
る
と
述
べ
、
日
本
側
の
裁
判
所
で
審
議
の
後
、
そ
の
差
額
を
支

払
い
ま
し
ょ
う
と
一
旦
運
送
賃
金
滞
納
金
二
四
一
弗
の
支
払
い
が
保
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留
と
な
っ
た
。

こ
の
判
決
に
よ
り
、
原
告
鮑
阿
満
、
被
告
山
口
富
造
と
す
る
借
金

（
三
〇
〇
弗
と
九
八
円
）
の
訴
訟
が
日
本
側
の
横
浜
始
審
裁
判
所
で

審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
一
連
の
流
れ
は
、
日
清
修
好
条
規

第
八
条
に
あ
る
被
告
主
義
に
基
づ
い
た
動
き
で
あ
る
。
一
八
八
三
年

三
月
三
十
一
日
（
外
国
第
二
号
）
の
裁
判
言
渡
書
で
鮑
の
主
張
す
る

三
〇
〇
弗
と
九
八
円
の
支
払
い
を
山
口
は
命
じ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に

不
服
の
た
め
山
口
が
控
訴
す
る
（
鮑
阿
昭
死
亡
の
た
め
実
子
鮑
阿
満

が
原
告
に
）。

裁
判
所
を
東
京
控
訴
裁
判
所
へ
と
移
し
、
一
八
八
三
年
十
二
月

二
十
八
日
（
第
七
〇
四
号
）
の
裁
判
言
渡
書
で
、
三
〇
〇
弗
は
証
拠

不
十
分
（
始
審
裁
判
所
で
認
め
た
証
人
証
言
を
疑
い
有
と
し
て
証
拠

と
認
め
ず
）
で
棄
却
、
九
八
円
だ
け
を
認
め
る
も
の
と
す
る
判
決
が

下
る
。
こ
の
判
決
に
双
方
合
意
し
、
山
口
が
鮑
に
九
八
円
支
払
い
、

運
送
賃
金
滞
納
金
請
求
の
判
決
に
あ
る
よ
う
に
、
裁
判
の
一
連
の
流

れ
を
記
載
し
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
年
）
二
月
七
日
神
奈
川
県

令
沖
守
固
を
通
じ
て
清
国
領
事
へ
保
留
に
な
っ
て
い
た
運
送
賃
金
滞

納
金
の
申
請
を
し
た
。
し
か
し
山
口
は
、
前
回
の
判
決
で
支
払
い
済

と
さ
れ
た
三
一
八
・
一
七
弗
の
帳
簿
へ
の
印
は
鮑
が
後
に
勝
手
に
書

き
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
、
五
五
九
・
一
七
弗
全
額
返
金
を

願
う
上
願
書
を
提
出
す
る
も
清
国
領
事
に
よ
り
既
に
判
決
済
と
し
て

控
訴
不
可
と
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
一
八
八
四
年
四
月
十
五
日
、
山

口
は
清
国
領
事
の
裁
判
に
従
い
二
四
一
弗
の
運
漕
賃
金
の
滞
納
金
を

図１　�「明治十八年―明治十九年 神奈川県平民山口富造ヨリ清国人鮑昭ニ係ル賃銀支払方
請求訴訟同国領事裁判不当ニ付取消方同国公使ニ照会一件（外交史料館四・一・三・
一二一）」
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請
求
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
で
、
清
国
領
事
が
鮑
に
山
口
へ
二
四
一

弗
の
滞
納
金
支
払
い
を
命
じ
れ
ば
解
決
し
た
話
で
あ
っ
た
が
、

一
八
八
四
年
十
二
月
十
七
日
、
清
国
領
事
は
予
想
外
の
動
き
を
見
せ

る
。
支
払
い
を
鮑
に
命
じ
ず
、
九
八
円
以
外
に
も
三
〇
〇
弗
も
負
債

が
あ
る
と
信
じ
、「
洋
銀
参
百
元
亦
可
信
其
並
無
虚
假
」
と
、
東
京

控
訴
裁
判
所
が
判
断
し
た
証
拠
不
十
分
の
三
〇
〇
弗
の
再
審
を
訴
え

た
の
で
あ
る
。
清
国
領
事
官
が
日
本
の
裁
判
判
決
に
疑
問
を
呈
す
る

判
決
を
下
し
た
こ
と
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。
山
口
と
鮑
の
個
人

的
な
訴
訟
問
題
か
ら
、
国
家
間
ど
う
し
の
主
権
の
問
題
へ
と
話
が

移
行
し
た
の
で
あ
る
。
重
要
箇
所
で
あ
る
た
め
以
下
に
上
述
し
た

一
八
八
四
年
十
二
月
十
七
日
の
清
国
領
事
の
判
文
全
文
を
記
す（

４
）。

判
文

大
清
大
清
駐
箚
横
浜
正
理
事
官
陳　

為

�

判
結
事
照
得
日
民
山
口
富
造
控
向
華
民
鮑
満
追
償
艇
金
一
案

前
經
訊
判
以
原
簿
中
未
曾
盖
用
圓
記
者
作
為
鮑
満
應
償
之
款

計
合
洋
銀
弐
百
肆
拾
壱
元
唯
因
山
口
富
造
另
有
負
欠
匿
券
等

情
業
經
横
浜
始
審
裁
判
所
審
寔
理
合
遵
照
算
結
乃
又
妄
称
不

服
率
情
上
控
即
既
顕
違
本
理
事
原
発
判
詞
査
鮑
満
雖
末
清
之

艇
金
而
山
口
寔
有
應
還
之
欠
項
鮑
満
人
証
倶
全
供
詞
明
確
其

礼
金
玖
拾
捌
元
既
由
東
京
控
訴
所
判
令
山
口
帰
償
則
其
原
控

之
洋
銀
参
百
元
亦
可
信
其
並
無
虚
假
況
除
華
民
鮑
堂
鄺
汝
盤

及
日
人
小
宮
久
蔵
入
江
清
右
衛
門
外
更
有
當
日
在
場
之
亜
礼

可
為
確
証
則
鮑
満
應
収
之
款
尚
未
全
収
即
欠
艇
金
亦
可
両
相

扣
低
為
此
再
行
判
断
仰
両
造
各
将
欠
款
照
數
清
算
多
除
少
補

毋
得
任
情
纏
訟
切
切
凛
遵
此
判

右　

判
決
日
民
山
口
富
造
控
向
鮑
満
索
償
艇
金
案　

准
此

十
七
年
十
二
月
十
七
日　

判
決

日
本
側
の
既
に
決
定
し
た
判
決
に
対
し
て
清
国
が
再
審
を
求
め
る

こ
と
は
、清
国
か
ら
日
本
へ
の
内
政
干
渉
と
も
い
え
る
。
そ
の
た
め
、

日
本
側
も
あ
わ
た
だ
し
い
動
き
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。
清
国
領
事

と
の
話
し
合
い
が
平
行
線
と
な
り
、
次
に
外
務
卿
伯
爵
井
上
馨
か
ら

大
清
駐
箚
横
浜
正
理
事
官
陳
承
祖
へ
、
山
口
が
鮑
を
訴
え
た
際
清
国

領
事
が
支
払
い
決
定
額
を
日
本
の
裁
判
所
で
お
こ
な
う
逆
訴
の
判
決

が
出
た
後
、
二
四
一
弗
と
差
し
引
き
し
た
額
を
支
払
う
と
決
め
て
い

た
こ
と
、
日
本
側
の
判
決
を
受
け
山
口
が
清
国
領
事
へ
保
留
に
な
っ

て
い
た
支
払
い
請
求
を
し
た
と
こ
ろ
日
本
の
裁
判
に
干
渉
す
る
判
決

が
出
た
こ
れ
ら
一
連
の
流
れ
を
説
明
す
る
書
簡
を
出
し
、
清
国
領
事

が
下
し
た
日
本
の
裁
判
で
証
拠
不
十
分
と
さ
れ
た
三
〇
〇
弗
の
再
審

を
求
め
る
判
決
を
取
り
消
す
よ
う
に
願
っ
た
。
し
か
し
、
大
清
国
特

命
全
権
公
使
徐
承
祖
か
ら
外
務
卿
伯
爵
井
上
馨
へ
宛
て
ら
れ
た
内
容

に
は
、「
山
口
富
造
既
服
貴
国
控
訴
裁
判
之
訊
断
以
後
何
以
復
請
我

理
事
署
之
対
審
質
問
乎
且
此
後
経
我
理
事
開
堂
復
訊
乃
山
口
富
造
復

行
到
案
候
訊
並
無
推
辞
是
山
口
甘
聴
我
理
事
官
之
訊
問
而
請
我
理
事
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之
判
断
也
」
と
あ
り
、
既
に
貴
国
控
訴
裁
判
所
で
判
決
は
下
さ
れ
た

と
い
う
の
に
な
ぜ
尋
ね
ら
れ
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
終
結
し
た
判
決

で
あ
る
た
め
再
審
は
で
き
な
い
。
山
口
は
わ
が
理
事
官
の
判
決
を
す

で
に
受
け
入
れ
て
い
る
。
領
事
の
判
決
と
貴
国
控
訴
裁
判
所
の
裁
判

と
齟
齬
す
る
所
が
あ
る
た
め
取
り
消
し
を
願
わ
れ
る
の
は
遺
憾
で
あ

る
と
事
実
誤
認
の
回
答
を
得
た
た
め
、
さ
ら
に
丁
寧
に
現
在
ま
で
の

状
況
説
明
を
し
、
日
本
側
の
訴
訟
手
続
き
や
立
場
、
考
え
方
を
示
す

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
該
当
部
分
を
以
下
に
意
訳
す
る（

５
）。

「
山
口
富
造
が
運
漕
賃
金
五
五
九
・
一
七
弗
を
請
求
し
た
鮑
昭
か

ら
、
山
口
富
造
へ
洋
銀
三
〇
〇
弗
と
金
九
八
円
の
貸
金
が
あ
る
と
申

し
出
ら
れ
た
件
の
論
点
の
第
一
は
、
山
口
富
造
は
鮑
昭
か
ら
運
漕
賃

金
を
払
い
受
け
る
権
利
が
あ
る
の
か
、
第
二
は
鮑
昭
の
逆
訴
は
ど
の

法
廷
に
よ
っ
て
審
理
す
べ
き
も
の
で
あ
る
の
か
の
二
点
が
あ
る
。
こ

の
論
点
に
対
し
て
貴
国
（
清
国
）
領
事
は
は
じ
め
公
平
に
判
断
を
下

し
て
い
る
。
第
一
論
点
に
対
し
て
「
凡
曾
蓋
用
図
記
者
作
為
已
経
清

付
之
款
此
我
華
商
貿
易
通
例
應
照
此
判
断
」
と
あ
る
よ
う
に
ま
だ
捺

印
し
て
い
な
い
分
に
対
し
て
は
山
口
富
造
が
鮑
昭
よ
り
弁
償
を
得
る

権
利
が
あ
る
こ
と
を
認
定
し
て
い
る
。

第
二
の
論
点
は
鮑
昭
の
逆
訴
に
対
し
て
は
「
全
案
情
即
及
武
富
捧

造
等
口
供
移
致
裁
判
所
外
為
此
先
行
判
断
自
判
之
後
務
宜
静
候
裁
判

所
提
究
質
訊
再
行
帰
結
此
判
」
と
あ
り
、
即
ち
逆
訴
の
件
に
つ
い
て

は
そ
の
被
告
人
は
我
が
（
日
本
）
国
民
で
あ
る
が
故
に
、
貴
国
領
事

に
は
そ
の
裁
判
は
管
轄
外
で
あ
る
た
め
こ
れ
を
日
本
の
裁
判
所
へ
移

し
た
件
は
当
前
の
判
決
で
あ
る
。
そ
の
後
横
浜
始
審
裁
判
所
、
東
京

控
訴
裁
判
所
を
経
て
判
決
が
下
っ
た
、
原
告
鮑
満
が
仮
に
控
訴
裁
判

に
不
服
が
あ
っ
た
場
合
は
、
我
が
法
律
に
お
い
て
定
め
た
期
限
内
に

大
審
院
に
上
告
す
べ
き
で
あ
る
が
、
鮑
は
上
告
を
せ
ず
そ
の
裁
判
を

受
け
入
れ
、
山
口
富
造
か
ら
現
に
金
九
八
円
を
受
領
し
て
い
る
。
こ

れ
を
見
る
と
我
が
控
訴
裁
判
所
の
判
決
は
確
実
に
確
定
し
て
お
り
、

鮑
満
は
こ
れ
に
対
し
て
意
義
を
唱
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
山
口
富
造
が
横
浜
始
審
裁
判
所
の
判
決
を
納
得
せ
ず
控
訴

し
た
事
に
つ
い
て
貴
国
領
事
は
そ
の
判
文
中
「
又
妄
称
不
服
率
情
上

控
即
既
顕
違
本
理
事
原
発
判
詞
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
が
、

控
訴
は
我
が
裁
判
所
組
織
に
関
す
る
法
律
が
認
め
て
い
る
事
で
あ
っ

て
、
山
口
富
造
が
妄
称
不
服
、
勝
手
気
ま
ま
に
控
訴
を
し
た
の
で
は

な
い
。
貴
国
領
事
の
前
判
決
文
中
「
移
到
裁
判
所
」
の
語
を
用
い
て

い
る
の
は
単
に
こ
れ
を
横
浜
始
審
裁
判
所
に
限
り
移
す
と
い
う
意
味

な
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
度
日
本
の
裁
判
所
へ
移
す
以

上
は
原
告
被
告
を
問
わ
ず
其
の
裁
判
に
不
服
で
あ
る
と
き
は
控
訴
裁

判
所
に
控
訴
し
、
更
に
審
判
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
も
日
本

の
法
律
が
規
定
し
て
い
る
所
で
、
人
民
の
権
利
を
保
護
す
る
た
め
に

最
も
必
要
な
事
で
あ
る
。
も
し
横
浜
始
審
裁
判
所
の
判
決
に
従
わ
さ

せ
控
訴
上
告
を
許
さ
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
な
ら
ば
、
貴
国
領
事

は
こ
の
一
件
の
裁
判
に
お
い
て
我
が
国
制
定
の
法
律
を
左
右
し
、
我

が
国
民
の
権
利
を
収
縮
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
大
い
に
不
当
の
判
決
で

あ
る
。
本
訴
の
被
告
は
日
本
国
民
で
あ
り
、
そ
の
審
理
の
権
限
を
我
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が
裁
判
所
に
移
し
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
た
め
、
山
口
富
造
に
お
い

て
日
本
の
法
律
に
明
許
し
た
手
続
き
を
遵
奉
し
て
控
訴
し
た
こ
と
は

決
し
て
貴
国
領
事
が
前
に
判
決
し
た
よ
う
な
裁
判
に
違
反
す
る
も
の

で
は
な
い
。

我
が
邦
人
が
貴
国
人
に
対
し
て
貴
国
領
事
の
判
決
を
実
行
す
る
た

め
に
は
貴
国
領
事
に
請
う
し
か
道
は
無
く
、
そ
の
た
め
山
口
富
造
は

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
四
月
十
五
日
に
神
奈
川
県
令
を
経
て
光

緒
八
年
（
一
八
八
三
年
）
十
二
月
二
十
四
日
（
二
月
一
日
）
の
裁
判

を
実
際
に
施
行
し
て
欲
し
い
事
を
出
願
し
た
。
鮑
満
逆
訴
の
件
に
つ

い
て
は
貴
国
領
事
の
審
判
を
仰
ぐ
事
は
な
い
。
貴
国
領
事
の
前
裁
判

は
即
ち
運
漕
賃
請
求
の
事
に
か
か
る
判
決
の
執
行
を
出
願
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
当
時
山
口
富
造
か
ら
神
奈
川
県
令
へ
差
し
出
し
た
願

書
を
見
れ
ば
判
然
と
し
て
い
る
。
貴
国
領
事
は
そ
の
訴
件
外
の
逆
訴

の
本
案
に
立
ち
入
り
「
洋
銀
参
百
元
亦
可
信
其
並
無
虚
假
」
と
の
判

決
に
及
ん
だ
の
は
実
に
不
当
の
裁
判
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
我
が
控

訴
裁
判
所
の
判
決
を
無
効
に
す
る
越
権
行
為
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
本
年
三
月
十
七
日
附
公
第
十
一
号
を
以
っ
て
そ
の
判

決
の
不
当
で
あ
る
こ
と
を
陳
へ
そ
の
取
消
の
事
を
請
求
し
た
が
、
八

月
二
十
一
日
附
東
字
第
陸
拾
陸
号
を
も
っ
て
取
り
消
す
の
が
難
し
い

と
い
う
旨
の
回
答
を
得
た
。
し
か
し
、
既
に
陳
述
し
た
よ
う
に
山
口

富
造
が
貴
国
領
事
廳
に
出
廷
訊
問
を
受
け
た
の
は
逆
訴
の
件
の
審
判

を
請
願
し
た
の
で
は
な
く
、
第
一
論
点
で
あ
る
運
漕
賃
金
に
関
す
る

判
決
の
実
行
の
み
を
請
求
し
た
の
で
あ
っ
て
貴
国
領
事
に
お
い
て
他

事
を
判
決
し
た
事
、
今
迄
述
べ
た
理
由
を
篤
と
ご
推
考
の
上
、
光
緒

十
年
（
一
八
八
四
年
）
十
一
月
一
日
（
明
治
十
七
年
十
二
月
一
七
日
）

貴
国
領
事
判
決
を
速
や
か
に
取
り
消
す
よ
う
願
い
致
す
」

以
上
の
よ
う
に
、
説
明
を
し
た
も
の
の
、
大
清
国
特
命
全
権
公
使

徐
承
祖
か
ら
外
務
卿
伯
爵
井
上
馨
へ
送
ら
れ
た
回
答
は
日
本
側
に

と
っ
て
予
想
外
の
も
の
で
あ
っ
た
。

「
光
緒
十
一
年
（
一
八
八
六
年
）
十
二
月
十
八
日
（
一
月
二
二
日
）

裁
判
権
は
そ
ち
ら
に
有
る
。
し
か
し
、
一
度
目
の
判
決
は
証
人
の

証
言
を
証
拠
と
認
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
度
目
の
判
決
で
は
認

め
な
い
と
い
う
の
は
奇
妙
で
あ
る
。
鮑
は
不
服
を
領
事
に
伝
え
て
い

る
。
不
当
な
裁
判
に
心
折
ら
れ
た
よ
う
だ
。
一
度
目
の
判
決
と
ど
ち

ら
が
正
し
い
か
な
ど
証
明
で
き
る
の
か
」

こ
の
回
答
を
受
け
、
外
務
卿
伯
爵
井
上
馨
か
ら
大
清
国
特
命
全
権

公
使
徐
承
祖
へ
更
な
る
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
年
）
二
月
二
日
起
草　

二
月
八
日
達

我
が
国
は
不
服
の
場
合
上
告
を
認
め
て
い
る
が
鮑
は
お
こ
な
っ
て

い
な
い
。
領
事
に
伝
え
て
も
効
果
は
な
い
。
心
を
折
ら
れ
た
と
い
う

主
張
も
、
そ
の
た
め
に
判
決
が
出
た
後
、
二
ヶ
月
の
間
に
上
告
を
す

る
猶
予
を
認
め
て
い
る
。
し
か
も
九
八
円
は
受
領
済
で
あ
り
、
判
決

を
認
め
て
い
る
。
一
度
目
の
判
決
と
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
証
明
で
き

な
い
た
め
上
告
す
る
権
利
を
認
め
て
い
る
が
、
本
人
が
上
告
し
な

か
っ
た
。
早
急
に
領
事
に
三
〇
〇
弗
も
認
め
る
と
い
う
判
決
を
取
り

消
さ
せ
、
山
口
に
返
金
を
願
う
」
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三
月
二
十
九
日
、
そ
れ
に
対
す
る
清
国
公
使
か
ら
の
回
答
が
、「
取

り
消
す
に
は
納
得
の
い
く
説
明
が
い
る
。
裁
判
を
や
り
直
し
納
得
さ

せ
て
欲
し
い
」
と
、
日
本
側
が
伝
え
て
い
た
越
権
行
為
を
改
め
て
願

う
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
外
務
卿
伯
爵
井
上
馨
か
ら
大
清
国
特
命
全

権
公
使
徐
承
祖
へ
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
旨
の
連
絡
を
、
な
ぜ
不
可

能
で
あ
る
の
か
説
明
を
交
え
な
が
ら
伝
え
て
い
る
。

「
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
年
）
三
月
三
十
一
日
起
草　

四
月
八

日
達　

送
第
一
三
六
三
号

日
本
の
法
律
で
一
度
決
ま
っ
た
判
決
は
、
行
政
官
で
あ
っ
て
も
司

法
官
で
あ
っ
て
も
や
り
直
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
九
八
円
も
既
に
受

け
取
り
利
益
を
得
て
お
り
、
そ
の
他
を
不
服
と
勝
手
に
放
棄
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
早
急
に
領
事
に
例
の
判
決
を
取
り
消
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
」

以
上
の
よ
う
に
、
山
口
と
鮑
の
個
人
間
の
民
事
訴
訟
か
ら
、
神
奈

川
県
令
沖
守
固
と
大
清
駐
箚
横
浜
正
理
事
官
陳
と
の
地
方
問
題
と
な

り
、
外
務
卿
伯
爵
井
上
馨
と
大
清
国
特
命
全
権
公
使
徐
承
祖
間
の
政

府
の
問
題
へ
と
波
及
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
や

り
取
り
に
よ
っ
て
も
終
局
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
次
項
で
述
べ
る

よ
う
に
在
清
臨
時
代
理
公
使
島
田
胤
則
へ
も
波
紋
を
広
げ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

四
　
訴
訟
処
理
の
仕
組
み
と
日
清
間
の
齟
齬

山
口
と
鮑
の
訴
訟
文
書
か
ら
見
ら
れ
る
内
容
は
、
ま
ず
ひ
と
つ
に

日
本
人
が
原
告
、
清
国
人
が
被
告
と
な
る
場
合
で
あ
り
、
そ
れ
は
被

告
側
の
機
関
で
あ
る
大
清
駐
箚
横
浜
正
理
事
官
陳
に
よ
っ
て
裁
か
れ

て
い
る
。
次
に
、
清
国
人
が
逆
訴
し
、
清
国
人
が
原
告
、
日
本
人
が

被
告
と
な
っ
た
場
合
、
被
告
側
と
な
っ
た
日
本
の
横
浜
始
審
裁
判
所

へ
移
し
裁
い
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
の
流
れ
は
日
清
修
好
条
規
や
「
日

清
両
国
人
ニ
係
ル
裁
判
手
続
関
係
雑
件 

―
（
一
）
日
清
両
国
人
ニ

係
ル
裁
判
手
続
ニ
関
シ
在
清
国
帝
国
公
使
ヨ
リ
伺
出
候
件
―
（
外
交

史
料
館　

四
・
一
・
一
・
一
八
）」
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
被
告
は
被

告
側
裁
判
所
で
裁
か
れ
る
と
い
う
基
本
の
手
続
き
を
踏
襲
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
日
本
国
内
の
訴
訟
処
理
に
つ
い
て
は
、
清
国
人

が
原
告
の
場
合
は
、「
訴
状
を
理
事
官
を
通
し
て
防
審
・
軽
罪
裁
判

所
へ
（
刑
事
は
検
事
へ
）
差
出
し
、
観
審
官
吏
の
臨
席
を
待
っ
て
審

判
す
る
」、
日
本
人
が
原
告
の
場
合
は
「
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）

司
法
省
第
三
号
布
達
同
九
年
（
一
八
七
六
年
）
同
省
甲
第
十
二
号
及

び
十
三
号
布
達
に
よ
っ
て
取
り
扱
う
」
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
五
月
七
日 

司
法
部
甲
第
三
号

通
报 「

内
国
人
ヨ
リ
外
国
人
へ
係
ル
民
事
刑
事
ノ
訴
訟
手
続
き
左
之
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通
相
定
候
條
事　

内
国
人
原
告
ニ
テ
外
国
人
ニ
係
ル
民
事
刑
事

ノ
訴
訟
ハ
原
告
人
其
事
由
ヲ
各
開
港
市
場
ノ
府
県
廳
ニ
申
出
其

廳
ノ
添
状
ヲ
得
テ
被
告
人
管
轄
ノ
各
国
領
事
へ
申
訴
ス
可
シ
」

明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
九
月
二
八
日 

司
法
部
甲
第

十
二
号
通
报

「
明
治
八
年
当
省
甲
第
三
号
ヲ
以
テ
布
達
候
内
国
人
ヨ
リ
外

国
人
ニ
係
ル
民
事
刑
事
訴
訟
手
続
中
今
般
左
ノ
通
相
定
候
條
此

旨
布
達
候
事

第
一
條 

内
国
人
原
告
ニ
テ
外
国
人
ニ
係
ル
刑
事
並
ニ
民
刑

附
帯
ノ
訴
訟
ハ
検
事
其
他
ノ
警
察
官
東
京
ニ
テ
ハ
警
視
廳
其
他

ノ
府
県
ハ
地
方
官
ニ
於
テ
之
ヲ
承
ケ
直
ニ
被
告
人
管
轄
ノ
外
国

領
事
エ
照
会
シ
裁
判
ヲ
求
ム
ヘ
シ

第
二
條 

前
條
ノ
場
合
ニ
於
テ
犯
罪
ノ
為
メ
損
害
ヲ
受
タ
ル

者
其
償
ヲ
求
ル
民
事
ノ
訴
ハ
総
テ
本
人
ノ
望
ニ
任
ス
ヘ
シ
」

明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
十
月
四
日 

司
法
部
甲
第
十
三

号
通
报 

「
昨
明
治
八
年
五
月
当
省
甲
第
三
号
布
達
條
中
内
国
人
ヨ
リ

外
国
人
ニ
係
ル
民
事
ノ
下
（
刑
事
）
ノ
二
字
削
除
候
此
旨
布
達

候
事
」

こ
の
法
令
は
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
年
）
三
月
八
日
『
内
外
交

渉
法
例
類
纂
』（
Ｒ
一
︱
Ｎ
Ｏ
．八
三
）
に
よ
る
と
「
外
国
人
ニ
係
ル

詞
訟
府
県
庁
ノ
添
書
ヲ
受
ケ
テ
訴
出
ス
ル
ハ
不
便
且
内
国
人
ノ
損

失
ニ
ヨ
リ
八
年
甲
第
三
号
布
達
廃
度
キ
ノ
事
」
と
あ
り
明
治
十
二

年
に
破
棄
さ
れ
て
い
る
が
、
文
書
の
内
容
か
ら
、
原
告
で
あ
る
山
口

富
造
は
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
年
）
十
月
二
十
三
日
に
、
清
国

人
鮑
阿
昭
に
対
し
て
運
漕
賃
金
の
滞
納
金
請
求
の
訴
え
を
起
こ
す

際
、
神
奈
川
県
令
沖
守
固
に
清
国
領
事
へ
連
絡
を
願
い
、
訴
え
状
を

提
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
明
治
十
七
年

（
一
八
八
四
年
）
二
月
七
日
の
上
願
書
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四

年
）
四
月
十
五
日
の
御
照
会
願
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
年
）
六

月
十
一
日
の
嘆
願
書
と
、
い
ず
れ
も
神
奈
川
県
令
沖
守
固
を
通
し

て
清
国
領
事
へ
連
絡
を
頼
ん
で
い
る
。
以
上
の
事
実
か
ら
、
明
治

十
二
年
（
一
八
七
九
年
）
三
月
八
日
に
破
棄
さ
れ
た
と
さ
れ
る
、
自

国
民
を
原
告
と
す
る
外
国
人
と
の
民
事
刑
事
訴
訟
は
原
告
人
が
そ
の

理
由
を
各
開
港
場
の
府
県
廳
に
申
し
出
、
廳
の
添
状
を
得
た
後
被
告

人
管
轄
の
各
国
領
事
へ
申
訴
す
る
と
い
う
手
続
き
は
、
明
治
十
八
年

（
一
八
八
五
年
）
の
段
階
に
お
い
て
も
完
全
に
破
棄
は
さ
れ
ず
踏
襲

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
控
訴
手
続
き
は
「
日
本
人
が
原
告
の
場
合
は
公
使
へ
申
出

て
再
審
を
求
め
る
」
と
あ
る
が
、
今
回
は
日
本
人
が
被
告
の
場
合
に

あ
た
り
、
こ
こ
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
控
訴
手
続
き
が
わ
か
る
。
日
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本
国
内
に
お
い
て
、
清
国
人
が
原
告
で
あ
っ
て
も
日
本
人
と
同
様
に

上
告
が
可
能
で
あ
る
こ
と
と
そ
の
具
体
的
な
流
れ
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
横
浜
で
日
本
人
が
清
国
人
に
訴
え
ら
れ
た
場
合
、
ま
ず
横
浜

始
審
裁
判
所
で
裁
か
れ
、
そ
の
判
決
に
日
本
人
に
不
服
が
あ
れ
ば
控

訴
し
、
場
所
を
地
方
か
ら
中
央
へ
移
し
東
京
控
訴
裁
判
所
で
裁
か
れ

る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
判
決
を
清
国
人
が
不
服
と
す
れ
ば
大
審
院
に

上
告
す
る
権
利
が
あ
り
、
そ
の
期
間
は
判
決
を
終
え
て
か
ら
二
ヶ
月

間
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
わ
か
る
こ
と
は
も
う
一
つ
、
控
訴
す
る
場
合
、
一
旦
原
告

が
日
本
人
側
に
移
る
が
、日
本
人
が
被
告
側
と
し
て
始
め
た
訴
訟
は
、

一
貫
し
て
そ
の
最
初
に
始
め
た
日
本
側
の
機
関
に
よ
っ
て
裁
断
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

日
清
修
好
条
規
第
八
条
で
は
、
訴
訟
の
開
始
は
被
告
側
の
法
律
で

裁
く
事
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
逆
訴
、
控
訴
、
上
告
に
つ
い
て
の
取

り
決
め
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

「
日
清
両
国
人
ニ
係
ル
裁
判
手
続
関
係
雑
件 

―
（
一
）
日
清
両
国

人
ニ
係
ル
裁
判
手
続
ニ
関
シ
在
清
国
帝
国
公
使
ヨ
リ
伺
出
候
件
―

（
外
交
史
料
館　

四
・
一
・
一
・
一
八
）」
で
は
、
日
本
人
が
原
告
の
場

合
の
日
本
人
に
よ
る
控
訴
に
つ
い
て
は
、清
国
に
居
住
の
場
合
は「
地

方
官
よ
り
不
服
の
旨
を
伝
達
し
外
務
卿
か
ら
問
合
せ
を
受
け
た
際
、

公
使
は
理
事
官
に
再
訊
を
命
令
す
る
か
ま
た
は
公
使
館
か
ら
職
員
を

派
遣
し
み
ず
か
ら
判
決
さ
せ
る
」
日
本
に
居
住
の
場
合
は
「
日
本
人

が
原
告
の
場
合
は
公
使
へ
申
出
て
再
審
を
求
め
る
」
と
清
国
側
の
裁

断
機
関
で
処
理
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
趙
（
二
〇
一
八
）
は
、
清

国
の
領
事
裁
判
の
場
合
、
最
初
か
ら
原
告
の
控
訴
に
つ
い
て
否
定
的

な
立
場
を
と
っ
て
い
た
こ
と
を
寺
島
外
務
卿
と
清
国
公
使
何
如
璋
と

の
往
復
書
簡
か
ら
述
べ
、
清
国
側
の
領
事
に
よ
っ
て
落
着
が
つ
い
た

件
は
、
原
告
の
不
服
に
対
応
し
な
い
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
が（

６
）、

日
本
の
裁
判
所
に
お
け
る
控
訴
、
ま
た
控
訴
判
決
に

も
不
服
で
あ
っ
た
場
合
ど
う
し
て
い
た
の
か
と
い
う
具
体
的
な
事
例

が
今
回
の
史
料
に
よ
り
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
原
告
が
清
国
人
の
場

合
、
控
訴
と
上
告
は
、
求
め
る
者
が
日
本
人
で
あ
っ
て
も
清
国
人
で

あ
っ
て
も
日
本
の
裁
判
所
へ
申
し
立
て
再
審
す
る
と
い
う
法
的
手
続

き
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

「
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
年
）
十
一
月
三
十
日
起
草　

十
二
月

三
日
達　

公
第
六
十
四
号　
　

公
第
三
拾
八
号
十
一
月
五
日
の
信
に
つ
い
て
は
校
閲
済
。
山
口
富

造
と
鮑
昭
の
運
漕
賃
滞
り
支
払
い
請
求
の
訴
訟
事
件
に
つ
い
て
本
邦

駐
在
清
国
公
使
と
照
会
中
。
い
ま
だ
終
局
に
至
ら
ず
。
今
日
ま
で
の

往
復
書
類
を
心
得
の
た
め
写
し
送
る
」

以
上
の
よ
う
に
外
務
卿
伯
爵
井
上
馨
か
ら
在
清
臨
時
代
理
公
使

島
田
胤
則
へ
通
信
が
あ
り
、
清
国
本
土
か
ら
の
問
合
せ
に
答
え
て
い

る
。
公
第
三
拾
八
号
十
一
月
五
日
の
清
国
本
土
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

内
容
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
後
の
井
上
馨
と
島
田
胤
則
の

動
き
の
一
端
は
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
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『�
十
九
、二
十
、
両
年
調
』（
外
交
史
料
館
Ｂ
︱
七
︱
一
︱
五

︱
四
︱
〇
〇
一（

７
））

本
公
第
一
号

�

新
年
賀
表
及
ビ
在
留
人
調
書
差
出
並
ニ
第
六
十
四
、五
号
来

信
ニ
回
答
之
件

�

本
官
並
ニ
属
員
新
年
賀
表
別
紙
二
通
差
出
候
可
然
御
執
奏
候

有
之
度
候

�

十
六
年
第
九
十
三
号
信
ヲ
以
て
御
申
越
之
旨
承
知
当
地
在
留

人
調
書
別
紙
一
通
差
出
候
可
然
御
取
計
有
之
度
候

�

十
八
年
十
二
月
三
日
附
第
六
十
四
号
信
去
ル
三
日
到
来
同
信

ヲ
以
て
神
奈
川
県
平
民
山
口
富
造
ヨ
リ
清
人
鮑
昭
ニ
係
ル
訴

訟
事
件
ニ
付
清
国
公
使
江
御
照
会
之
往
復
写
御
添
御
申
越
之

趣
致
承
知
候
其
体
ハ
此
方
よ
り
御
回
答
ニ
付
不
致
再
復
候

�

同
十
二
月
七
日
附
第
六
十
五
号
信
是
亦
去
ル
三
日
到
来
右
も

此
方
よ
り
御
回
答
ニ
付
不
致
再
復
候

右
御
回
答
并
此
段
申
進
候
也

明
治
十
九
年
一
月
六
日 

臨
時
代
理
公
使
島
田
胤
則

外
務
大
臣
伯
爵
井
上
馨
殿

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
年
）
一
月
六
日
（
公
第
一
号
）
に
（
在

清
）
臨
時
代
理
公
使
島
田
胤
則
が
外
務
大
臣
伯
爵
井
上
馨
へ
在
留
人

調
書
の
差
出
し
と
第
六
十
四
、五
号
の
文
書
へ
の
回
答
を
し
て
い
る
。

「
十
六
年
（
一
八
八
三
年
）
第
九
十
三
号
の
文
書
に
よ
っ
て
言
い

た
い
事
が
分
か
っ
た
。
当
地
（
在
中
国
）
の
在
留
人
調
書
を
別
紙
一

通
送
る
」
と
あ
り
、
こ
の
文
書
の
原
本
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
山
口
富
造
が
鮑
阿
昭
を
訴
え
大
清
駐
箚
横
浜
正
理
事
官
が

判
決
を
下
し
、
鮑
が
山
口
を
逆
訴
し
横
浜
始
審
裁
判
所
、
東
京
控
訴

裁
判
所
の
判
決
が
出
た
の
も
こ
の
年
度
で
あ
り
、
裁
判
の
手
続
き
関

係
の
内
容
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
中
国
の
在
留

人
調
書
を
添
付
し
て
い
る
こ
と
か
ら
何
ら
か
の
比
較
、
確
認
を
し
た

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
十
八
年
（
一
八
八
五
年
）
十
二
月
三
日
附
第
六
十
四
号
の
文
書

で
「
神
奈
川
県
平
民
山
口
富
造
ヨ
リ
清
人
鮑
昭
ニ
係
ル
訴
訟
事
件
」

に
つ
い
て
清
国
公
使
へ
問
合
せ
た
往
復
文
書
の
写
し
を
添
付
の
件
に

つ
い
て
は
こ
ち
ら
か
ら
す
で
に
回
答
済
。
十
二
月
七
日
第
六
十
五
号

の
文
書
に
つ
い
て
も
す
で
に
回
答
し
た
」
と
あ
り
、
そ
の
回
答
の
詳

細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
外
務
卿
伯
爵
井
上
馨
と
在
清
臨
時
代
理
公
使

島
田
胤
則
の
間
で
情
報
交
換
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
神
奈
川
県
令
沖
守
固
と
大
清
駐
箚
横
浜
正
理
事
官
陳
間

の
地
方
の
問
題
か
ら
外
務
卿
伯
爵
井
上
馨
と
大
清
国
特
命
全
権
公
使

徐
承
祖
間
の
政
府
の
問
題
と
な
り
、
さ
ら
に
は
、
外
務
省
か
ら
在
清

臨
時
代
理
公
使
島
田
胤
則
を
通
し
て
清
国
政
府
に
何
ら
か
の
打
診
を

し
て
い
る
、
も
し
く
は
打
診
を
準
備
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
際
問

題
へ
と
広
が
り
、
こ
の
問
題
を
ど
う
解
決
し
よ
う
か
と
苦
心
し
て
い

る
姿
が
見
え
る
。
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そ
の
後
の
報
告
に
つ
い
て
の
文
書
が
付
随
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
ど
の
よ
う
な
決
着
と
な
っ
た
の
か
を
現
時
点
で
知
る
事
は
で
き

な
い
が
、
解
決
の
た
め
外
交
努
力
を
重
ね
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
推
察
で
き
る
。

日
清
修
好
条
規
第
八
条
で
は
訴
訟
処
理
の
外
枠
が
決
め
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
の
大
ま
か
な
外
枠
で
は
解
決
で
き
な
い
個
人
間
の
細
か
な

問
題
が
あ
る
。
そ
の
問
題
を
条
約
の
枠
組
み
の
中
で
交
渉
し
、
処
理

し
よ
う
と
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
め
ば
、
国
を
越
え
た
個
人
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
。
国
家
間

で
取
り
決
め
ら
れ
た
条
約
は
、そ
の
枠
組
み
が
大
き
す
ぎ
る
た
め
に
、

異
な
る
文
化
慣
習
を
背
景
に
持
つ
個
人
間
の
問
題
に
は
対
処
し
き
れ

な
い
。
今
回
、
裁
判
の
経
緯
を
復
元
で
き
た
事
例
は
、
文
化
慣
習
の

違
い
か
ら
個
人
間
の
問
題
が
国
際
問
題
に
ま
で
発
展
し
た
例
と
い
え

る
。
意
見
の
食
い
違
い
が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
、
情
理
を
も
っ
て
裁

く
蓄
積
を
も
つ
中
国
と
、
法
の
下
で
判
決
を
下
す
日
本
の
訴
訟
処
理

に
対
す
る
姿
勢
の
違
い
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
個
々
の
問
題
を
順

次
解
決
し
て
い
く
な
か
で
、
国
家
間
の
慣
習
、
考
え
方
の
違
い
に
ぶ

つ
か
り
、
試
行
錯
誤
し
、
中
間
の
秩
序
を
形
成
し
よ
う
と
試
み
て
い

る
様
子
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。

国
益
を
重
視
し
て
結
ば
れ
た
条
約
が
、
一
般
市
民
の
間
で
起
き
た

問
題
を
解
決
し
き
れ
ず
国
際
問
題
に
な
る
よ
う
な
事
例
は
、
今
後
の

国
際
社
会
で
、
個
人
や
企
業
が
直
面
す
る
問
題
で
も
あ
る
。
同
様
の

摩
擦
を
過
去
の
事
例
で
は
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
き
た
の
か
を
解
き

明
か
す
こ
と
は
、
重
要
か
つ
喫
緊
の
問
題
で
あ
る
。
国
家
と
国
家
と

の
裁
判
権
の
狭
間
で
左
右
さ
れ
る
「
私
人
」
の
国
籍
を
ま
た
ぐ
交
際

の
分
析
が
も
つ
、今
日
的
な
意
義
を
研
究
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

領
事
裁
判
権
は
、
世
界
史
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
第
一
段
階
に
現
れ
た

制
度
で
あ
り
、
別
の
制
度
に
よ
る
私
権
の
公
平
な
均
衡
が
求
め
ら
れ

つ
つ
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
時
代
に
公
平
な
立
場
で
判
断
が
で

き
る
場
の
創
造
と
、
そ
れ
を
主
導
す
る
国
家
間
の
協
力
体
制
の
構
築

が
次
世
代
の
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。
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註
（
１
）�
古
田
啓
昌
、
二
〇
一
一
、「
国
際
私
法
・
国
際
民
事
訴
訟
法
制
の
次
の
課

題 
―
渉
外
企
業
法
務
の
現
場
か
ら
」『
国
際
私
法
年
報
』
第
十
三
号
：

一
〇
九

　

 　

�

国
際
訴
訟
競
合
と
は
、
複
数
の
国
に
関
連
を
有
す
る
渉
外
的
な
民
事
事
件

の
場
合
、
提
訴
可
能
な
裁
判
所
と
し
て
複
数
の
国
の
裁
判
所
が
並
存
す
る

こ
と
が
あ
り
、
こ
の
た
め
時
と
し
て
あ
る
国
の
裁
判
所
に
す
で
に
係
属
し

て
い
る
事
件
と
同
一
の
事
件
に
つ
い
て
の
訴
え
が
別
の
国
の
裁
判
所
に
再

び
提
起
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
国
際
民
事
訴
訟
法
上
、
国
際
的
訴

訟
競
合
ま
た
は
国
際
的
二
重
起
訴
と
い
う（『
世
界
大
百
科
事
典
』第
二
版
、

平
凡
社
）。

　

 　

�

国
際
私
法
と
は
、
国
・
地
域
ご
と
に
独
自
の
法
が
存
在
し
、
内
容
上
、
そ

れ
ら
は
相
互
に
抵
触
し
て
い
る
と
い
う
状
態
を
前
提
と
し
て
、
国
境
を
越

え
て
営
ま
れ
る
生
活
関
係
に
い
ず
れ
の
国
・
地
域
の
法
律
を
適
用
す
る
か

と
い
う
準
拠
法
決
定
・
適
用
と
い
う
方
法
を
通
じ
て
法
秩
序
を
維
持
し
よ

う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
法
の
抵
触
を
解
決
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
国
際
私
法
は
「
抵
触
法
」
と
も
よ
ば
れ
て
い
る
。
日
本
で
は

一
八
九
八
年
に
施
行
さ
れ
た
「
法
例
」（
明
治
三
十
一
年
法
律
第
十
号
）

が
最
初
の
国
際
私
法
の
基
本
法
典
で
あ
り
、
現
在
で
は
、「
法
の
適
用
に

関
す
る
通
則
法
」（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
八
号
）と
な
っ
て
い
る
。（『
日

本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）』
小
学
館
）。　

（
２
）�

本
論
文
で
は
、
中
国
の
こ
と
を
日
清
修
好
条
規
中
の
用
語
の
清
国
に
統
一

し
て
論
じ
る
。

（
３
）�

原
文
で
は
弗
表
記
の
ほ
か
に
一
箇
所
元
表
記
の
も
の
が
混
じ
っ
て
い
る

が
、
山
中
峰
雄
、
一
八
九
四
年
『
支
那
通
覧
』
に
、「
金
銭
の
員
数
を
算

す
る
に
は
両
、
元
、
圓
銭
等
の
数
値
を
以
っ
て
す
其
内
圓
は
我
国
の
貨
位

に
し
て
元
は
洋
貨
即
ち
弗
と
す
（
二
頁
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
は
元

を
弗
と
表
記
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
鮑
が
山
口
に
貸
し
た
と
主
張
す
る

三
〇
〇
弗
と
九
八
円
と
は
、
清
国
の
通
貨
三
〇
〇
元
と
日
本
の
通
貨
九
八

円
の
貸
し
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）�「
明
治
十
八
年
︱
明
治
十
九
年　

神
奈
川
県
平
民
山
口
富
造
ヨ
リ
清
国
人

鮑
昭
ニ
係
ル
賃
銀
支
払
方
請
求
訴
訟
同
国
領
事
裁
判
不
当
ニ
付
取
消
方
同

国
公
使
ニ
照
会
一
件
（
外
交
史
料
館
四
・
一
・
三
・
一
二
一
）」
よ
り
該
当
部

分
を
抜
粋
。

（
５
）�

以
降
意
訳
を
「
」
内
に
表
記
。

（
６
）�

趙
国
、
二
〇
一
八
、「
居
留
地
時
代
（
一
八
五
九
～
一
八
九
九
年
）
に
お

け
る
「
開
国
日
本
」
の
実
態
と
「
外
国
人
」
―
在
留
清
国
人
の
地
位
・
管

理
問
題
を
中
心
に
―
」
博
士
論
文
：
一
一
八

（
７
）�『
十
九
、二
十
、
両
年
調
』
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リhttp://

w
w
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